
松島町交通社会実験協議会での課題の整理及び対応方針１

（２） 松島町交通協議会の委員構成について

（３） これまでの協議会の取組について

仙台河川国道事務所、利府町

宮城県警察（交通規制課・塩釜警察署）

塩竈市、多賀城市、東松島市、七ヶ浜町、利府町

行政区、松島消防署

宮城県トラック協会

松島観光協会、松島海岸中央商店会、松島旅館組合

ＪＲ東日本、タクシー関係者、バス関係者、

東北芸術工科大学 吉田 朗 教授（都市交通計画、交通行動分析）

松島町、宮城県

道路管理者

交通管理者

近隣市町

道路利用者

地元関係

観光関係者

交通事業者

（４） 次回の社会実験実施に向けた課題の抽出について

【迂回路における交通量の変化】
・社会実験実施前及び実験中における交通量を調査

【主要交差点における渋滞長調査】
・社会実験中における主要交差点の渋滞長を調査

【国道４５号の交通規制による経路の変化】
・社会実験前及び実験中における車両通行経路の変化を調査

交通状況について

【アンケート調査による評価や課題の把握】
・観光客、道路利用者、トラック協会、周辺住民、観光事業者に対してアンケート調査
を実施

学識経験者

事務局

項 目 課 題 対応方針

交通状況

・「国道４５号の愛宕交差点」で、実験開始直後の1時間程度の
渋滞が発生（交通調査）
・迂回路に指定していない道路へ車両が侵入し断続的な渋滞が
発生（交通調査）
・三陸自動車道への迂回車両の転換は進まなかった（交通調査）

事前周知・広報
の強化

地域の観光事業
者の理解促進と
連携の強化

観光２次交通の
最適化・多様化

観 光
事業者

・観光事業者へのイベント波及効果が限定的（アンケート）
・イベントでの物販等、参画を求める声が多い（アンケート）
・社会実験について、５割が肯定的な評価、否定的な意見は
約２割（アンケート）
・売上減が半数、売上増、変化なしが３割（アンケート）
・シャトルバスの運行により、歩行者天国区間以外の沿道店舗
への立ち寄りが減少（協議会）

観光客

・観光客が「歩行者天国」付近に集中し、周辺店舗等への回遊
が減少した（協議会）
・お年寄りや体の不自由な方々の移動手段が必要（協議会）
・社会実験の事前認知割合は５割弱（アンケート）
・県外からのツアー観光への周知が十分ではなかった
（協議会）

・イベントの内容充実を望む意見（アンケート）

松島町交通社会実験の結果について

（１） 令和４年度 松島町交通社会実験の実施概要

１.実施日
・令和４年１０月２８日(金)～１０月３０日(日)の３日間 １０：００～１５：００

２.実施概要
（１）国道４５号の通行規制の実施

・大型車両通行規制区間 ：７００ｍ区間
「松島海岸駅前交差点」 ～ 「松島公園第１駐車場交差点」のうち

・全車両通行規制区間（歩行者天国）：２５０ｍ区間
・全車両通行抑制区間 ：４５０ｍ区間

（２）渋滞の解消及び２次交通の確保
・空き駐車場への誘導（町営駐車場等へ誘導）
・遠方駐車場から循環シャトルバスを運行
・デジタルマップを活用した駐車場の空き情報の提供

（３）道路空間の有効活用
・歩行者天国をオープンカフェや休憩施設、イベントスペースとして活用
・地元商店会等によるイベントなどの賑わいづくり
・観光客や車イスなど、ゆとりある通行の確保

第1回協議会(R4.4.28)
・協議会開催の趣旨
・課題の共有

第2回協議会(R4.7.26)
・地域課題の整理 ・渋滞対策方針の整理
・社会実験の実施方針の決定

第3回協議会(R4.8.26)
・第1回社会実験実施計画について

<<第1回松島町交通社会実験>>
(R4.10.28～30)

第4回協議会(R5.1.12)
・第1回社会実験アンケート集計結果
・第1回社会実験の効果と課題
・第2回社会実験実施方針(案)

第5回協議会(R5.3.24)
・第2回社会実験実施について

第6回協議会(R5.4.13)
・第2回社会実験内容の確認

アンケートについて

【次回の社会実験で取り組むべき課題の整理】
交通状況の調査、アンケート調査及び「松島町交通社会実験協議会」の委員
の意見を基に、成果や課題を整理し、次回の交通社会実験で取り組む対応方
針を抽出

協議会での検討

（５） 次回の社会実験実施で取り組む課題と対応方針



❷交通状況について



❸アンケート結果について


